
食品の抗アレルギー活性の探索
－遺伝子組換えマウスを用いて、迅速かつ高感度に検出する－

目的
花粉症やアトピー性皮膚炎をはじめとする、アレルギー疾患患者数は年々増加しており、アレルギー抑制活性を持つ
食品（抗アレルギー食品）の需要は近年ますます高まりつつある。
そこで、従来の抗アレルギー機能の探索方法の様々な問題点（ヒトと発症メカニズムが異なる、時間が掛かる、症状の
定量性が悪いなど）を解決し、ヒトへ適用できるようなモデル動物系の確立を行った。

技術の特徴
１．ヒトのアレルギーと発症メカニズムがよく似ており、結果をヒトへ適用できる。
２．最短で二週間という短い期間で検定が可能。
３．アレルギー症状を高感度で正確に定量できる。

研究の内容

機能性

検定方法の概要：

抗原の自然感作（２週間）

皮膚反応試験
（ヒトのプリックテストに相当）

検定する食品の投与

測定例：
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べにふうき茶を経口投与すると、アレルゲン
投与部の腫れが減少した

頭部

アレルギー性炎症による腫れを蛍光
の強さとして見ることができる

今後の展開
細胞レベルでスクリーニングされたアレルギー抑制活性成分の効果を本モデル系を用いて検討する。
既に効果が認められている食品については、その作用機序を明らかにする。
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